
報 文

J{-ンかyトに関する二三の知見

【喝紬 26年 5月 20口 そ .1)

山 家 信 -3:

11本p- タフト柱式仝it)

J<-ンb I･【､柁法p/戊か IJBA.吉れて以栄 #三
枚年を川なし71:芥広山に於てこの実地 :官記三JL,
小には_d:IこE]符作粟.こHれ･らLtていろ七山もある｡又
一･万J<-ンh'トnl政a辞に殉してはefにニ≡ろ栂

も行われ'=いろから一浪棚 引も掛 .ことと恩

ZP

I Jく-ンか ット心故のSE美深致

I-ンZrクト心収に放ては,馳 与L点D501.I
JIJ.を去め,書aJ70W .'にTrものう:監当と考えら
れていちから9m舶 L発attD一班ICもって.jLつ自由
吋カ:托めて白頭lされていろからtX米のi8EZI火事紙に鼓
公式を'LS糊1'ろことがH東 ILL･.tE)ちJ･-1カノトむ

JM･はa:のilは棚 姓む()-Tlろ見地と-与えなけ7日王た
ちr).

(1) J'-シカ'ト【｣文は-絹の穴孔帝政である｡
(ヱ)バーンカ'トLJカニ放てはulI】tA)は牟礼に載射
した積めて越Rlされた快い長方形のfhlJ=1-ぎなt｡

(3) この･L寸生確取に於では,J書見札搬政文は謙発
破の如く孔brl脚こ&きて孔に此IlJなtElのみ町政星を考
えろ瀕 が'ない｡lEつて粥繁は孔u外光の込也の盤
生長を描き弛茄は才U勺lこエT-に分れ汁べきで=)ろ｡

｢収にTl孔確執こ於ては.もし脚 立が鎖正でもit

は,和一岩石についてはは幼さろべさ岩石7)rT辞抄'.'

戊石丑は火器ェホJL,･f-にlt･肘すろとの考忠がもろ

(好E!偉大氏 E]来螺 協会技Ki芯抹tI罫女笥科 7,
弘t狂態式と故ノJtW )｡
この旺r'jtiEは炎粉に迫合すろもので火CZ;の1寸レf-

は舶fE;jtL(kg)に比Mするから W(m)を軌tli5'へ

の機中板状払,ll(m)7'r孔Rとすttは

LLC′uWl (1)

である｡ここに C'はは故紙敗でみろ｡この考えは合

二押的でもI).又｣ ‡蕗札発破の琴*315i:.=位立つと監

つ○
-'-ン方 トむ戒に放ては前lこ地べた二つD苧票の
Ih打Zを}.ろm資lこ於てLJ一括件とし.帯lの持
のみをrLつてさえろときは.長礼文故として式Il)ラ:

ldtらLLろと且わItろ.しかるに･,(-ノb ト心弥こ

於=はそのL,5れもう心神実見と考えらLLTJ,V行に放て

も茎孔-のZE* lVを諾えt=新 3:iいl三歳的 二も

一生LT=いで IVb･大と''Lも可 C′は小となJJ(坊l

栽SRljE)東町には

L-Cl州● (2)

カ:惑合すろ.
n

近速攻の昭 に上ればit石D色茨に好すら1ネJL.f

- (活糾 望おに掛ナろ2kg地の落石で31ろ)は
岩石の梯さの二第に比阿する.J>.m S･H,感銘の詫

言を .A.岩T;の丁鵬 ･泰されろFyさを E,懲T;の鼓g!
に対i17_据ikを R とすれlf

叫 糾 EJI:RAE
である｡愁ろに姫故の似

IQ(H+E)一上■亡曾
であろから

RI.;I.fv(,h Eか Lt ･(3)

ei)ち雌 に対すろ虻仇は.その伴さl=,q:例十,iことに
+=ろ｡

｢奴兵孔文政lこ放ては.火野J)Jg発圧力は孔Rに了て
って肘flナろから孔fT<払一に比何でもと考えて よい｡
従って太り)は巾 発破に於て利用された火野のll

Jt･f-ら:敢竣さiLた申横に光明十ろことを元TTが.式

(2)は離 発破のTで政策さ八ろ振れ良の長さか火軍

の捷発雷J))に比内することを念珠 ｢ちと云え1う｡E5]

ち着通の臼LinBカも7.長孔発故では岩石の脚 JL_-

Lt-火事･?ェ下,-･f- (耶 発破の租合)に比例する

a;./I-I,か,トの如き錨めて松 上Jleれた臼rbtdiの発
破に放ては,燥野の頒発E･JJが故妹の滋野1.･仲川を1=
すものと考1ら11ろ,このことはぼ軍の揺発による田

鞄 伸輔稚 R に句しては LLな火芯 のェネJL･f
-とすIII4-15(発EJlド.rま

IJ.■lER.

で′方言iLろことでも国力.である.ここにkはfJンシ

･ソ大敗でも乙｡長孔弊政に放ては '"Zでもろが.



JJJ某 J<-ノカブトに甜すらN三のhlLL 1

ハーンカ･JトL:JRさに於てほ .I-1と考えてよいと 7批 ものを粧せた｡

ALtうo -Jiについては冬化のTu:.瑚折パ tT;汲その靴 ,
炎=ミ伽 :見学した均令又は触 な抄 さのWl7-を 社抗拙い VrIyLと抑ヨ汀Lとの耶号★HL長 Ll,施策
受けたメーンカ,ト州 で廿適行われろ9型式につL. 丑 b.火罪塘.耶放し,jLJTは 好見比b,li汲爆破
でil-として即 発故と考えられるものについて毘iiL 牌 Cとして 51相の畑 につき LICIVI}及 L_
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何れもあまり成功しTLかつたがその中｢可｣の東研を {･あるI,
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点1の戟身St;1叫防血 :好かれる｡

(I) 脚 丑と孔ilとの此 h8は. No･1及2を除き
全市0･5以上であるから-鴫 L考鼓の1生Rを持つ
ものと考えてよい｡
(2)揃 LへLDYEt 肌の変化に笥しては C-WJHL

肘 とLI=いと見てよいが C'-LV,'13は lVが大と

1=ろとかT=OJJ､さ(なり常itと31ろことができない

(:<○】ト 16yoJ7-22茨 ･tlo28-35穿鮒 狂っ

て (I)式が猷;する｡

(3) 脚 ∬立F'_--ンカ1ト･【｣文の亜矢町ち鞍繋
孔の散と封 LのLtにrまEE旅しtLいよう･Cある｡これ

は一見瑞光の感を甘えろが,これは圧巻したように

ハーン カ ･トのArTさbJめて湘那されたu山Ib-の突破

に放てはば発Efノ｣が攻城のj=賓fL作川をなすもので

.iyLの監才には火ZE:の1寸Jt･f-の--紛 のみが'Jl
川されろことに1_ろ｡

11上の且1如 ･ら喜一ろ封 に放けろ C の班を-2S知

ることかでき1;から･これとM村 野増 石実軌こ於て
この C7171がJJえられて lVを推定すLlは式 (2)
より Lか東められる｡もしこの Lが札益 J3に 恥
が80% Lal=ならように非gI出来jlはよいが,与えら
れた孔位で軌 ''4甥なgS令は.書遜米機 切なま

で式 (2)に上り1Vを姐彬させわはなられ｡かくして

-jt(ZJに上って心I㈹ :なされてよい｡

Il 刑降された自由石に対すも発破係数

従来Ii払ほれていろ旬的休漁7)雑 :は,轍 に如 こ

ぞ‖1LJl地にモ1して■Iされたものでもろが,鼓動 :長持
rMl肋 ･拓!1されてtろときの発鎖鎌放lこ関しては,

士だ滑だされていLない 火tE:の保栄琵聖に上ってht石

は犠発'17･Llから,r祁EのyJ碇を以て柑 故垂をすろこ

とはJRに･7:鼓的.二g妙 に=れているが,臼山田が軒だ!

Lされているときは,この破加 に外eS的に肋 :加え

られた指炎!,斗肝 拍動 Tより人なろ拡))1_,辞すろ椴

的攻と1_I).確鵡繰出 'Jh火すらこととなる｡
J･'-ンカ ′hhR常晩に於ては,珊 3ZI(Tのei:ろの
はきき孔の岱発JUこ対すろ柁射fCのふてあって,Lq窯の

蝶発監^は L･.としてこの文仙 こ渡され,tLD一瓢 i穿孔

にpafrJf=u山lLl=作I目してnEn輔への鼓攻を著すこと
となら.黙らに掛肘し姓n'u勺の蛙累は圧に〈-ンP
.ト心はt=との芳苑に上って紙竣きれた臼内田への控

故と1=ろ｡換Jすれば,廿と57) ▲ヽblト汲 tタミ-
l■カ′トの如き2g疋長城 いぼ掛こ於ては,i!発破1-_

=EJLLltdの脊迅租 と考えてよいが.鞍迎兵の相当長
い光政にもっては.♯発破でlL.もろ31空ほ れたEl山喝

に於■ナろJZ孔宅取でも7..｡

Edlに於て .･111Cl)をハーンカ トに上って二El_

1:'･芳泊とL F:J)特発的な行5qliこZIEC -C1なる

もろ搬 ほ れたu山杜iにこけすら題礼文rtであって.そ
の好捕に放ては-bJこCの街的だけのgLFLE;加 :幹くべ
きでもろから,(-ンカ,ト心!吐 かかlく寺LAJこそつ

{中だ:Iこ促5UJを分有することなく.弗究鼓では雌

J=作FLIする事了斬ノ)だけか加わるが,その他の札の齢

では首Ll壬に治ってM IL=下卑にIWEH-るのカql王し
い.降って E孔にtつけろ世繋刀は3E介力は中央よl)
校都にあらことと7..ろ｡

･



6 エ # 火 玉 払 会 ibqH2松 前 】折

I=対して直税に1_ろから,この式がj5台すると考えて としたとき .ttogl00〇･)2Ilとすれば式 (5)

logC-logCIDI+†Llog1001汁1oge (6)

logC.iA-"loge -(5) とf=る.それよりCK.な求めろと茄3誹のよっにな

として耶3末.=この 八..･の位を7T-.した｡ る｡

-XLこAの独射 J立錐7'Z決みろためLこ使兄上 e-L(が
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この成功を見ろlニーlJilFRtiLTiCはCl仙-0673であ
I)Cは出石が雌 から鵬 に逝むにつれて竹加し九

も赴分村加するよ～に見える.

肪蛭の藍石について も犬L紹｣捗Fとr.d虻の揃r長1にあ

る｡石英石は で.C.･dlt92で出石が発破に対してかな

I)払いことを荊すが I日工正対に 184で大である.
(この班は石%折 の性T!に上るものかf,缶研究を誕する)

Li1113の石棚 茨ぬ失鰍ミ†HIhも近似の成班をあげ,

C.a)は生野的起上()小であろ｡文巌も吸いと思われる
深払出崎坑の抄出はCJ仰･0178,7l-035で1pIlLもかな

I)小さく砂脚 "の1捉地力39:小さいことを示してtろ｡
r]山75が前附されたil孔兜奴では,ji5から次の良
知 ｡替られる｡

Ll) 孔点 B,抵抗投 lr,馳 L,悠敵陣散C文花
鼓孔から自rLIへの仰 tf(l虻を E'とすれば Ⅰで迷べ
た如く轍 のdFIlむに対して突如 ;行われたとすれ

ば式 (2J
t.-CllU

で示=れろ●

A,CIO,Ttの 位

IogC-
1ogc一,▲log▲co一九loge Cl伽 CJO)
-007-L94-0971tlgd 0851

-0,け⊥2_22-1lllog8 06LL6 0･851

-I)315+1524-0762loge O･W4 I)673 L*中碓)

-0)47270-13510ga 0724

-022+2.50-I2519g9 0603 130

-0096-1516-0758loge 0SO2 (iE)

ー0･22-1512-0郎610筈e 0505

-027+I20-0600loge 0537

二〇･19+○知-0450-JP音e 0646

+0034†JZ26-061Jloge 1OSL

-076†380-1恥loge Ol74

-0.73†468-234loge a】66
-074+360-i75loge OlS_'

10151+270-A35loh･P O245

-0215†103-0541ogp OS69

:o≡ ‡｡J78)
-035†100-0.50]ogtI

-05L+ 108-054)ogJ

-021+183-094togp O617 09J

-075+070-035loge 0178 035

(2) 然るに糊 孔から棚 Iされた臼山輔への角兜を

;?とすれはま (4)

CpJ'ーCorLjt

たる式が判別さ11,たHFtlldJ'のJl孔発破Lこ軒 rTLる｡

.:こにR (6)によJ)Cは曝取締軟であ()･.は公有

に上る†示教でも乙｡
(3) p-)00○に於けち C の伝 C】co汲 nを決めた

のが JP E･ある｡ C は所期の如く酸いEL石では

人とな1)サクい又は倣い出石では小であるが,l▲は
出石によってなまる排放l<･あっ てTi英nJ肌 .LIC陀
1185-1叫 d)AbtLSCでは 055,又Ti衣不は大で
l･8近くであるが凝衣Ltでは05.砂封では01日J
になる｡

(ヰ)J}えらLtた い 11及 i'に対して松 虫 Lを

LLlu十に恋し煤色姥y(Cを丸山すには式 (J)より

C●〆ヽ-C130×100～-i.

上rI
CrEi:r'~■

を求や,この C●セtIJいてJE12)に代入して



木下 工乗m仰昔｡戚碇的軒先 (祁lTr)

L-CIWJi-E8-へVll 文 が
な相も｡之から Lが求められろ｡ り 泣暮btJt 火JTl載兼帯尤佃舛

鑑l)に本職 lニ耶し究胞研究余及砿怖乾山の払防食 2) Ta､lor l'rtx=.rtby･S{E LoELdonA,201.161

に¥LrdL心慮営*_,.栽訳すろ｡ (1950)

工 業 用 雷 管 の 基 礎 的 研 究

(# - &)

(Lllや126jEr13JL1El壬 Jt)

木 下 凹 邸
‡IJt:化g;托大会jif戟p-3t符)

II lt T

雷兼Q)魚別路 こ昏実記gt-こTqして､こGame,,Pz,-
1Tr,:iSt･metLd,為.iこ明民事のit勅 :ん乙Z.r'il一Ty

の研究は許なにはわたって(-_厨ちか 洲 故 cTn

乃至故 IOcm という℡Rの椎的 な止ってA,.IEJ,即と
L=脚 された℡熟 こつい<は研究されllllp.･と並べて
しろ｡ 然し工東関甘廿に於ては 1'AtryのEf究し18'な

いと逮べた稚く作かの脚 4)払 :灯廿完牡 牛店

のh'･rgとT=ろもので,その究明無くしてLi=罷Il】℡官
の糸鵬 ま行わtLlJい｡.TSL氾tS乍らこの維併実

は従兵行われて屈ら1=いう:. L引J年長†描 有声氏は
KA弓tの廷雌計により脚 にLでろに姿でもR h_
雌 EDち玉完煙た甜(Anl･luE-SLreL･kelI_.･ぶれた炊取

なg:恥 .ある｡PGL同氏もm釈仏粉等の.･-(火71'法のZ至

鵜lこ上るATllAt)トStTeCkcの脚 については何恥 及
されていない｡然し粥川上(._旬火棟.･r･.火を ｢ちか,TtL
iL.･ここ火をするかの鼓さ:あLJ,T3比良火でも.･'t火 L=あE),

的3Sあり.丈にその粥加 納 r状況等紹◆のか こもI)チ

竹 山 1nuljIreCkeに缶を与えろものでも7,. q]'-J芯
管の完BLや紗 二大JLも野■あるもの■こもTJ

!2 葉虫の方法

上述の如くAr･tAut'JStrecL=Cということの統覚が苅
卓とf_･ろj:,弟℡恥こ入った駅魚のものは1Gu も

IヽJ
不pl債でもろし,硝子℡▲二光耕したもので.'-冥肝･こそ
くし.･}いのて,aG㌔.tllSが.7Eftが男女ilt毘坂上
てぜ発言そその必項で完はの掛 をタ輔ましてしろのに

tントを御て,石野と紙 上に杭臥せしめ籍坂上の博

捜と笛榊 ぎ両とを一宏せしめ.JlL火rLLはその煤災
1二は和 に'in の玖恥 屯 められ7･ことを実JLL'=;

東*Bミ良三写忙拙 技F.こJttZ｢tu演 技をu!TLJすら

ので一見強めてmtT=ろ美rtT'bき印袋を与x.ろが,

敬遠せろ如くその蜘 :三岳わ<たく1'ALr)も琴
CTZBti'こ於{1ら搬 ナ ろことの出来なかったもの
を,以下の災JL血u が･′[汁如く秒 に滋現していろ

ので.旬℡研究のRJj+J:としてここに確^することと

し,現在塩に行った兆Jtの-5台比べたいと恩う｡

I3点火方立による重完tL荘書の変化

甘粕は煤抄の Anl"EStrccL-Cは.,℡体の哉偽
JE茶色の鮒 がI.ト でもその_i-E.iU7-法1こより庶化する
ことは榊 の茶alに H I糾 された｡2:がgs川面LこR
われたる投射王.∫TIFfl7g肝の′F･-煤現袋である.この
Az:)AutStrcckoの℡化に ついて祇廉銭べた文献は見

当らないが.このJy念に上E)改列されると且tわれろも

のはrXの池I)でもろ.却ち鈴1花i添Etはte神ブく仰 貯

7k缶EW J尺の塀火帆 こて虐曝した樹令,g'1タマイト

のrpJ鎖棚 は材長の大ならもの四大となることを'′J;し
て倍ろが.之はl･7l-町野てあI)乍ら.IR火7J一法のむ]=上

りその柾は力にZ;の}/Jことを示すものである.又F.I
一切火嬢を川Jいた句会は冶Wとのrll喋をAlこす)ufW

取入,とろものは,'f'･伴発生中も大と1.ろことは罪■に
より明ら9･であり'やはtI懸火JJの部Siに1り点淀JJ

に丑のもろことS･,J;して点}ろ｡

さて之邸は何jtiI.淡 方法に上り 鮎 のATllzltlf_
Streckり二物 ･虫'Tもために包IJW ろことはg脂 分.で
あるか一ヌこ/Ld火方法の盈恥こよろ AntTLtlt名L'ecke

の為兄という考 とは並べられていTLい｡ そこでぬ速の

天汝方法を伏tHL下紀共札こついて喋火枚点火及び各
棚 ∬点火について糠 を行った｡

1 可火韻｣曳火と細 栗丘電束点火




